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対応予定が発表されている。これらはいずれも 3D対応 TV普及の阻害要因と考えられてきた 3D映像コン
テンツの絶対的不足の解消に寄与するものである。特にコンテンツを生成する 3D撮影カメラは重要で、
小型で取り扱い容易なものが新たに技術開発されてきた。3D対応 TVの今後の普及動向が注目される。
国 際 家 電 展 示 会：2010 International Consumer 
Electronics Show（2010 年 1 月7 ～10 日、米国ラスベ
ガスで開催）において、韓国と日本を中心とした企業数
社が 3 次元表示対応テレビ（以下、3D 対応 TV）を展
示発表した。出展された 3D 対応 TVの多くは、液晶
シャッター付きの専用メガネを用いて左右の眼に別々
の画像を提示して立体映像を得させるものであった。
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